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針葉樹 広葉樹

樹種や大きさ、形も複雑。広葉樹林は一見使いにくそうですが、そ
の姿を見極めることができると「雑木」ではなく「お宝」になります。
価値ある資源を活かすための取り組みを紹介します。
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令和５年度 森林講座

お宝の山！
今こそ国産広葉樹の出番です

講師 ：山下直子（関西支所）

国内で使われる広葉樹材はほとんどが輸入

・海外で資源量の減少等により輸出規制
・円安の影響

国産広葉樹は、全体の9割が安価なチップに

・同一の樹種、サイズの規格材を安定供給
することが困難
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日本の森林面積 25048千ha

人工林 天然林 無立木 竹林

天然林は、森林面積の
54%。そのうち84%
が広葉樹林

41%54%

以前薪炭林として使われてきた
二次林が長年放置され、現在13
齢級（約６５年生）をピークとして
蓄積が増えている。

広葉樹 14億4千万m3

針葉樹 4億8千万m3

森林・林業統計要覧(林野庁2020)より作成

輸入広葉樹材の
価格高騰

国産広葉樹を有
効活用する仕組み
が必要



お宝の山！
今こそ国産広葉樹の出番です

多様な広葉樹を有効活用するためには、さまざまな用途への出荷先を
確保しておく必要があります。また、これらを現場で見極めて振り分けるこ
とのできる人材も必要になってきます。最近は、真っすぐな材ばかりではな
く、曲がったり変色した材を用いた製品も開発されています。また、森の由
来や産地の歴史などのストーリーを伝え、顔の見える製品づくりに取り組
む地域もでてきています。利用後の森林資源の再生には、数十年～数百年
単位の長い時間がかかります。今後は、資源価値を正しく見極め、森林の更
新も考慮した持続可能な生産体制が必要です。

広葉樹林は多様な樹種の集まりで、そこから生産される多様な材の形質に
合わせた（自然の実情に合わせた）使い方が必要です。現在各地で広葉樹
の個性を活かした取り組みが盛んになっています。


